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イタドリ2
その他6種6
その他2種2
〔訊早共通植物6種31早13ず
その他植物8種（早7種12個体、3'1種1個体子
植物早が
計4414
ヒメジョオン238
キツネノマゴ31
カタバミ21
ウマノアシガタ3
ウシハコベ11
オヘビイチゴ11
ゲンノショウコ11
その他6種9
その他1種1
根来尚
7．訪花個体数の多い植物への訪花傾向
上記の様に，雄は雌に比べ相対的に訪花個体数が
少ないこと，また訪花傾向は雌と大差無いことから
以下雌に関してのみ記述する。
キイチゴ類（モミジイチゴ，カジイチゴ）：6科18
種が訪花した。大型で短舌のA"z力切fzzね”ﾉ"Caの訪
花が49個体中26個体と最も多いが，他は小型の短舌
種から大型の長舌種までまんべんなく訪花し，多種
の訪花を受ける。バラ科のような大型の皿状花は，
ハナバチの大きさ舌長などに関わり無く多くの種の
訪花を受けるようである。ハマナスも同様である。
オドリコソウ：4科12種が訪花した。小型・中型
種の訪花はたいへん少なく，大型で長舌の種
（A"ih0pﾙ0れz”幼Cs〃"0s"/α，a“”s”沈α"，“
た"〃""α”，""2"sis，Xy/“0"”〃""iα"α/α
α7℃""z”I〃1s，励加”sα”e"s，励加6"si段獅加s，
励加伽s〃y加""α）が110個体中100個体と，これら
の訪花がほとんどを占める。ただし，xy/“0”
”〆"戒“/αiac"て"加叩/α"s,励加”s轡"畑s,励加一
6〃s九y加""αは盗蜜を行う。
ウマノアシガタ：4科28種多数個体訪花，小型・
中型種が多い。大型種ではた”〃"α”'”7花”sか
ほとんど唯一多いのは特異である。椀状花では，短
舌種でも吸蜜が可能であり，小型・中型種が多くな
る。
シロツメクサ：4科15種。中型の中舌う種が多いが：
小型短舌種では，Htz"c“α2m"zｨsが多数訪花する
が他種の個体は少ない。Htz"c〃s“”"zjs53個体，
α”"7”βα"〆s41個体，Cｾﾌtz"池ね”ﾉ"”13個体，
ハ北部z℃"〃た06のzsjsl3個体，ハ化邸zE"んs”zo"花10個体
などが多く訪花した種である。
アカツメクサ：5科13種。大型の長舌種が多い。
小型短舌種では，Htz"c〃s“"""sがほとんど唯一
多数訪花。HZz"c郷s“、γ〃s27個体，戯z“、s”折
Ca"”S30個体，X〕ﾉ/"”zα坪吻城”"α”α""zﾊﾂ/"zs22
個体，勘7"6"s伽I〃szfsl4個体などが多く訪花した種
である。
シロツメクサとアカツメクサは同じマメ科であり
開花時期もほぼ同じでともに開花量も多く訪花個体
数も多いが，この2種間で訪花ハナバチの種に差が
ある。アカツメクサ，シロツメクサとも小型短舌種
は，Htz"c““ﾉtz"zｨs以外はほとんど来ない（但し≦
“siO劇0s”加0"j″"sでシロツメクサ・アカツメク
サ，“．”i""脚，血．”/〃0加況班，“・加加""班で
シロツメクサに少数訪花がある）。シロツメクサで
は中型の長舌種が多数訪花し大型長舌種の訪花は少
7蔭
ないのに対し，アカツメクサでは反対に大型の長舌
種が多数訪花し中型長舌種の訪花は少ない。これは，
シロツメクサとアカツメクサの花冠の大きさと深さ
の差によるところが大きいものと考えられる。また
Hz"c“αc7tr"z心は，頭部の形態と関連して，他の小
型短舌種とは違った吸蜜テクニックを持っているの
ではないかと思われるが観察が充分ではない。他所
の観察（宮本：l959a．b，田中：1986.1”3）でも，
Lasmg/0”"泥Ⅸri(た"s，“smgﾉ0s”加加”"”〃でシロ
ツメクサ，“siO劇0s釧加Sc""/z""でシロツメクサ・
アカツメクサに訪花記録があるが，少数である。
ツクバネウツギ：大型長舌種5種7個体と頭部が
細長であるA"(加'”hfz/”α“sl個体および中型種
2個体が訪花した。
イヌガラシ：αﾉてz"？”・spp､5個体を除けば，コ
ハナバチ科小型短舌種ばかり32個体が訪花した。
ヒメジョオン：5科23種。小型短舌種から中型長
舌種まで広く多種類のハナバチに訪花される。ただ
し，中小種は多いが，大型種は少なく194個体中8
個体のみ。
キツネノマゴ：5科15種。小型短舌種（59個体中
37個体）が主だが，中型中舌（9個体）も訪花し，
また，大型長舌種（3個体）も少ないが訪花する。
これは，開花量が多いこと，また，他の開花植物が
少ないと，大型長舌種でもキツネノマゴのような小
さな花も訪花することがあることを示す。
ケンノショウコ：Cｾ､が“・spp、3個体を除けば
コハナバチ科小型短舌種ばかり8個体が訪花した。
イノコズチ類：4科10種。花は目立たないが訪花
個体は案外に多い。38個体中小型短舌種が19個体，
中型中舌種が12個体訪花した。
8．同時期に開花し，開花量が多い植物間の訪花ハナ
バチ類の比較
I・キイチゴ類(モミジイチゴ，カジイチゴ)，ム
ラサキサギゴケ，オドリコソウ，ウマノアシガタ
キイチゴ類（モミジイチゴ，カジイチゴ)，ム
ラサキサギゴケ，オドリコソウ，ウマノアシガタ
は4月下旬から6月上旬に開花し，かつ開花量も
多い。特にオドリコソウとウマノアシガタは開花
時期，開花量，訪花個体数など類似している。花
の形態は，キイチゴ類が大型の椀状花，ウマノア
シガタは中型の椀状花，ムラサキサギゴケは中型
の筒状花，オドリコソウは大型の筒状花である。
また，ムラサキサギゴケの草丈は低く，花は地表
近くに着く。他の3種はより高所に花を着ける。
金沢城跡（旧金沢大学構内）におけるハナバチ類の訪花性
表5キイチゴ類，ムラサキサギゴケ，オドリコソウ，ウマノアシガタへの訪花ハナバチ類（種数／？個体数｝
ハナバチ 植物（4月下旬－6月上旬》
科属キイチゴ類ムラサキサギゴケオドリコソウウマノアシガタ
COLLETIDAE砂に"e妬｡ 2/2
HALICTIDAE飴〃cｵzL5， 1/11/51/11/14
Za“α厚ノクsk5'z〃〃 4/62/312/l22
ANDRENIDAE‘4"ぬ=e"a 4 /296/18
MEGACHILIDAEas血Za l /32/2
ANTHOPHORID肥ルb"a砲1/11/31/13/5
〃幼”加r召 l/11/81/19
西刀cez汐 1/17
姥”召ノロ"お1/11/21/141/30
必z百ヵ万a2/42/42/83/座
〃ﾉひc… 1/10
APIDAE比"6zﾊ5， 1/1 3/40
5月2日・11日・22日の3回の調査時における訪
花ハナバチ個体の約75％がこの4種を訪れた。
表5に示したとおり，キイチゴ類は，小型短舌
種の多いHy/α“s，Htz/”"s，LasiO副Ossz""，Aﾉr
のど"α属，中型中舌・長舌ﾗ種の多いO郡ﾉ”，jWﾉx城z，
αγ釘力”属，大型長舌種のA】"〃0""画，T2"α/0ﾉ"必
勧ﾉ"6zfs属とたいへん多くの属が訪れたが，大型
で長舌の＆“、，Xy/"0”属の訪花が確認できな
かった。また，訪花個体数は春季早くに出現し小
型・中型で短舌種の多いA'”ゼノ”属が最も多い。
これは，本種が上記4種のうちでもより早期に開
花することによるものと思われる。
ムラサキサギゴケは，小型短舌のH､"c加s，
LasiOg/OSS""z属，中型中舌のN0ﾉ"α血，αﾉ甜加α
属，大型長舌のA"加加0，，亜/”/α"α属が訪花
し，小型短舌のHWaafs，Aﾉz〔"“属，中型中舌・
長舌のOS""α属，大型長舌の＆IC"画，Xy/OfO”，
勘"z伽s属が訪れていない。全般に訪花個体数は
少なく，小型短舌の属，大型長舌の属の訪花が少
なくなっている。
オドリコソウは，小型短舌のH""c"熔属，中型
中舌のM沸皿わ，の面”属，大型長舌のAJr加""tz，
亜”〃”，＆ｲ"7tJ，X〕ｲ"ひ”，＆ﾌ"血s属が訪花し，
小型短舌のH)ｲaafs，LasmgI"郷"z，A7x加？"属，
中型中舌・長舌のOS""α属が訪れない。また，小
型短舌のHzz/itfzfs属，中型中舌のjw”並z，c〃〃i”
属の訪花個体数は少なく全体に大型長舌の属が
多く訪花する。
ウマノアシガタは，小型短舌のH上z"c加s，
LasjOg/0s”池，A"〔加池属，中型中舌のOS”α，
弓ﾜ
ｨｲ
jV0"zα“Crm"、属，大型長舌の””/α"α属が
訪花し・小型短舌のHy/“"s属，大型長舌の
A"/h0pﾉZO”，＆虻2，，Xy/"0”，aﾌ"z6z岱属が訪れ
ない。特に小型短舌の“sfO副Ossz""属の訪花個体
数が大変に多く，全般に小型短舌の属が訪花する。
大型筒状花のオドリコソウは大型長舌のハナノミ
チが，中型椀状花のウマノアシガタは小型短舌の
ハナバチが特に訪花し，大型椀状花のキイチゴ類
はハナバチ全般に訪花されるが特にA,k加7，属に
訪花される。中型筒状花ムラサキサギゴケヘの訪
花，特に大型種の個体数が少ないのは，その開花
位置が地表近くということが関係している可能性
がある。
大きく見れば，オドリコソウ．ムラサキサギゴ
ケとウマノアシガタ．キイチゴ類はその花の形
によって訪花するハナバチが大まかに2分され，
相補的に訪花されているといえるだろう。
Cs"”属は中～大型で中・長舌であるが，花上
を這い周り腹部腹側に花粉を集める習性をもつ。
よって，オドリコ､ノウのような形態の花には訪花
しないのではないかと,思われる。
亜”/""α噸'釦7吻獅sは大型長舌だが，椀状花
にも多い。これは，兵庫県内でも（宮本,1959b：
観察されたことであり，類似のA”肋,ﾉ"γtz属や
＆ｨ“、属，亜”""α〃z"部””とは異なるこの種
の性質であると思われる。
II・シロツメクサ，アカツメクサ，ヒメジョオン
シロツメクサ，アカツメクサ，ヒメジョオンは
5月中旬から9月下旬まで長期にわたって開花し
開花量も多く，訪花個体数も多い。シロツメクサ
根来尚
表6シロツメクサ，アカツメクサ，ヒメジョオンヘの訪花ハナバチ類（種数／？個体数）
表7イノコズチ類とキツネノマゴヘの訪花ハナバチ類（種数／？個体数｝
花のアカツメクサより少なく，大型旗状花では小
型短舌の種が少ない。また，中型中舌・大型長舌
のA化gzz"Z"g属はもっぱら中型旗状花に訪花する。
同じ旗状花でも，花の大きさによって訪花するハ
ナバチに違いが出ることは，ハナバチ各種により
中舌長に差があるためであろう。
また，興味深いのは，上記各植物への訪花傾向
のところでも述べたが，小型短舌であるZα或歓感"〃
属は旗状花には少数だが，同じ小型短舌である
HZz"c〃s“、""sは旗状花にも多いことである。
Htz"c“αe7tz"妬とLasmgIOssz"〃”加泥jc"加は共に
小型短舌で，個体数も多く出現期もほとんど同じ
である。訪花性も広花性で全般に似ているが，
Htz"c/砿“、流況sではシロツメクサ・アカツメク
サを訪花するにもかかわらず，Lasj0副OSS"ﾉ”
ね加噸鯉加はそれらを訪花しない。この差は何に
よるのであろうか。頭部の形態の差となんらかの
関連があるのではないかと思われるが観察不足で
は中型旗状花，アカツメクサは大型旗状花，ヒメ
ジョオンは中型皿状花である。
6月9日･20日，7月1日・9日・20日，8月
1日の6回の調査時における訪花ハナバチ個体の
約70％がこの3種を訪れた。
表6に示したとおり，ヒメジョオンでは，大型
長舌の＆に"tz，庇”ﾉ""α，Xy/"0”の各属が訪花
せず，動加如s属も1個体のみである。小型短舌
のHtz"c“，L”理0s"柳，A肱カゼ"zz属，小型短舌・
中型中舌のC珍池"7m属の訪花個体数が多い。シロ
ツメクサでは小型短舌のA"z加邦zz属，大型長舌の
Xy/0CO”，励加bz4s属が訪花せず，アカツメクサ
では小型短舌のA施加"zz属小型短舌・中型中舌の
lVbMα”属が訪花せず，大型長舌種の訪花個体が
多い。
中型皿状花のヒメジョオンは小型短舌種の訪花
が多く，中舌長舌でも小・中型種は多い。中型旗
状花のシロツメクサでは大型の長舌種が大型旗状
??
ハナバチ植物（5月中旬－9月下信
科属シロツメクサアカツメクサヒメジョオン
COLLETIDAE”〃eres l/31/21/3
肌LICTIDAE給″”zﾉ1s，1/531/271/79
Za5ゾ瑠Jo‘躯zz〃 4/61/29/36
ANDRENIDAEノ4"ぬ汐"a l／
MEGACHILIDAE』舵ぎげ功型e2/231/61／
ANTHOPHORIDAE／M，"a”1/21／
E"cez召 1/91/31
姥Zz召ﾉひ"z汐1/51/4
‘泡z汐力刀a 2/541/53/68
ルゴbc”a l/22
APIDAE此"力zA5， 3/17 1/1
ﾉ､ナバチー 植物
科 ‘属イノニ
(8月上旬－10月中旬）
ズチ類キツネノマゴ
COLLETIDAE〃に/臼e“ 2/52/6
HALICTIDAE飴ZicｫzA3， 1/11/1（
Za鍾哩/りふ芯z” 4/195/2（
MEGACHILIDAEJ蛇g召幼ﾉﾉe l/31/1
”e〃｡〃'訂 1/1
ANTHOPHORIDAE‘色r汐宛"a 2/93/12
〃にﾉbc… 1/11/2
APID肥 助z6"5， 1/1
金沢城跡（旧金沢大学構内）におけるハナバチ類の訪花性
ある。
Htz"c““”γ畑sが本調査で最も個体数が多く
記録された種であることと，かれらの訪花対象が
たいへん広いことは大きく関連するのではないか
と考えられる。
IILイノコズチ類(ヒナタ・ヒカゲ)とキツネノマコ
イノコズチ類（ヒナタ・ヒカゲ）とキツネノマ
ゴは，8月上旬から10月中旬に開花し，共に小
型の横向きの花を着ける｡9月1日・10日．20日
の3回の調査時における訪花ハナバチ個体の約65
％がこの2種を訪れた。
表7に示したとおり，イノコズチ類には大型種
（Cbe"Oxys，励加bz心）の訪花が認められなかった
が，キツネノマゴにしても各1個体ずつであり，
大型種の訪花が共にたいへん少なく，ほとんど差
は認められない。これは共に小型の横向きの花を
着け目立たないことが理由と考えられる。
まとめ
1975年旧金沢大学構内において行われた，ハナバチ
類の訪花性の調査結果を報告した。
32科85種の植物がハナバチ類の訪花を受け，訪花ハ
ナバチ類は6科18属“種1帥5個体であった。
最も多くのハナバチ個体が訪花した植物は，ヒメジョ
オンで234個体（23種），最も多くの種が訪花した植
物は，ウマノアシガタで28種（227個体）であった。
また，最も多くの植物を訪れたハナバチは，アカガネ
コハナバチで32種304個体，次いでキオビツヤハナバ
チで30種162個体であった。
当調査域・調査時において，単花性，狭花性と思わ
れる種が数種認められたが，他地域の調査結果から，
これらの種は，種としては広花性であって，当調査域・
調査時を限ると単花性的になるものと考えられた。多
数個体の訪花がみられた優勢な種はいずれも広花性の
種であった。植物とハナバチとの1対1的関係にある
ものは認められなかった。しかし，花の形態によって
訪花するハナバチ類が限定されることが認められ，同
時期に開花する優勢な植物間では，その花の形態に応
じて，訪花ハナバチ類が異なり，相補的に訪花される
ことが認められた。
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